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【緒言】 シンチレータ結晶は X 線やガンマ線といった放射線を紫外・可視光に変換することが

でき、光検出器と組み合わせることで放射線検出器として使用されている。シンチレータ結晶の

中でも、発光中心として Ce3+を添加した RE2Si2O7 (RE=希土類イオン)は優れた放射線応答特性を

有している有望な材料だが、その多くが非調和溶融組成のため融液から単結晶の育成が困難とな

っている。過去研究では、Gd2Si2O7の Gd3+を Ce3+または La3+で置換することによって融液からの

単結晶育成を可能とした [1,2]。本研究では、他の (RE,RE’)2Si2O7 に着目し、Toropov らや

Fernández-Carrión らの報告から(La0.6Y0.4)2Si2O7 の単結晶育成が可能ではないかと考えた[3,4]。 

【実験方法および結果】 単結晶育成にはマイクロ引下げ法を使用し、I r 坩堝および(Ce0.015 La0.235 

Gd0.750)2Si2O7種結晶を用いた。育成結晶の組成は (Ce0.015 La0.600 Y0.385)2Si2O7とし、原料粉末に純度

99.99%以上の SiO2、Y2O3、La2O3、CeO2を使用した。0.01~0.03 

mm/min で引下げて育成した結果、透明な単結晶が得られ

た（Fig. 1）。粉末 X 線回折測定によって育成結晶の結晶系

および格子定数を評価すると、結晶系は単斜晶系（P21/c）、

格子定数は a=5.39 Å, b=8.65 Å, c=13.99 Å, β=112.3°と同定で

きた。種結晶として使用した(Ce0.015 La0.235 Gd0.750)2Si2O7の格

子定数（a=5.39 Å, b=8.57 Å, c=13.92 Å, β=111.98°）と比較す

るとわずかに大きく[5]、種結晶と育成結晶の格子定数の差

によって育成初期のクラックが発生したと考えられる。フ

ォトルミネッセンス測定の結果から、Ce3+ 2F5/2-5d1,2,3,4,5 遷

移による励起ピークおよび Ce3+ 5d1-2F5/2, 5d1-2F7/2遷移によ

る発光ピークが確認できた（Fig. 2）。 
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Figure 2 Photoluminescence excitation 
and emission spectra at 300 K. 

Figure 1 (Ce0.015La0.600Y0.385)2Si2O7 crystal 
grown by micro-pulling-down method. 
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